
　2011年 3月に東京電力福島
第一原子力発電所の事故が起き
てテレビのニュースや特集番組
と新聞記事等のマスメディアか
らおびただしい情報が流され
た。また放射線や放射性同位元
素（ラジオアイソトープ）に関
する書籍も店頭に並び，一般の
人たちの日常の話題にものぼる

こととなった。
　著者は大阪大学の専門課程に進んだ 3年生に向けて量
子線物理学の講義を行うにあたって福島が抱える問題に
ついて取り上げた。これまでの出版物では個々の課題を
論じてはいるものの横断的に広くトピックスを網羅した
ものがなかった。その理由として従来の放射線管理が各
事業所の中での管理を目的としていたために，福島事故
のように大規模で広範囲に放射性物質が飛散した場合に
ついては想定していなかったことを挙げている。
　実際，福島が直面している問題について考えてみると，
いろいろな要素が絡み合い，従来のような，整然とした
解説は困難である。つまり分野を横断した説明が必要と
考えたことがこの本を執筆した動機となっている。
　そこで 15回の講義をシリーズとし福島の放射線に関
する問題を新聞記事から引用して各章の初めに配して次
のような目次立てとした。それぞれの章の表題には副題
が添えられていて課題の核心を理解するのを助けてい
る。
　第 1章　放射線の単位と許容被ばく限度─汚染食品を
食した場合の被ばく─
　第 2章　放射線の種類と生体影響─甲状腺被ばくの影
響を考える─
　第 3章　被ばくの影響─帰還基準 20 mSv/年の意味─
　第 4章　被ばくの影響（確率的影響）─確率に人数を

掛けると─
　第 5章　小児・胎児への影響─子供は大人に比べて放
射線に敏感か─
　第 6章　汚染と放射化─福島からのトラックは放射能
をもつか─
　第 7章　電磁波と物質との相互作用─空からの放射
線・スカイシャイン─
　第 8章　遮蔽（しゃへい）─水を入れたペットボトル
で遮蔽はできるのか─
　第 9章　ベクレルからグレイ（シーベルト）へ─8000 Bq/kg

と 1 mSv/ 年の関係─
　第 10章　ベクレルから濃度へ─セシウムの濃度は驚
くほど低い─
　第 11章　ベータ線とベータ崩壊─ベータ線放出核種
の生体影響─
　第 12章　アルファ線とアルファ崩壊─プルトニウム
の毒性─
　第 13章　中性子線─汚染水はいつまで発生し続ける
のか─
　第 14章　防護量と実用量─シーベルトにもいろいろ
種類がある─
　第 15章　計測─精度の高い測定のために─
　途中には練習問題を挟み込んで読むものの理解を深
め，各章の終わりには章末問題を配してそれらのすべて
に巻末で解答例を示しているのは親切である。
　著者が読者として想定していたのは，①一般の方々，
②中高の理科の先生方，③高校 3年生から大学の 4年生
までの理系の学生（学部）であるとこの本のあとがきで
述べているが，それに限定することなく福島県の住民の
方々，行政に携わる人たちや除染作業にかかわるすべて
の人たちにも役立つ内容となっている。福島の放射線を
巡る議論は各人の立ち位置にこだわったともすれば難し
いものになりがちであるが，科学的な根拠に基づく共通
の基盤を与えたいという著者の意図は成功している
　大学の講義では毎回，笑いを取る工夫で定評のある著
者の面目躍如といったところで，この人にして初めて成
し得た著作といえよう。著者の身近にいて声咳に接する
幸運に恵まれた者として是非，薦めたい 1冊である。
（豊田亘博　豊田放射線研究所，大阪大学核物理研究セ
ンター，大阪大学大学院工学研究科環境・エネルギー工
学専攻）

（ISBN 978-4-87259-683-0 C3042, B5 判 , 289 頁 , 本体価格
2,700 円（税別）, 大阪大学出版会 , ☎ 06-6877-1614, 2019 年）
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放射線の生体影響と物理
─原発事故後の周辺住環境問題を考える─
西嶋茂宏　著

53Isotope News　2019 年 12 月号　No.766


	【Isotope News No.766】
	【CONTENTS】
	【巻頭言】科学者精神とトランスサイエンス〔坂東　昌子〕
	【展望】
	100 nm 未満の空間分解能を発揮する低速中性子用原子核乾板〔長縄　直崇〕
	国際宇宙ステーション「たんぽぽ計画」について

─宇宙塵中有機物と微生物の捕集と曝露実験─ 〔山岸　明彦〕

	【プロフィール】
	【TRACER】
	ベリリウム金属間化合物の化学状態分析の解析にはじめて成功〔向井　啓祐，笠田　竜太，藪内　聖皓，小西　哲之，金　宰煥，中道　勝〕
	重粒子線治療と2 次がん〔牧島　弘和，辻　比呂志〕
	環境試料に含まれる極微量U に対する分析技術の開発〔富田　涼平，江坂　文孝，安田健一郎，鈴木　大輔，宮本ユタカ〕
	セラミックス放射線遮蔽材（X 線，γ 線）の開発と使用事例〔森　宏行，奥　洋平〕

	【Isotope News　2019 年12 月号　No.766　アンケート】
	【追悼】 山口彦之先生を偲んで〔中西　友子〕
	【おもな業務の窓口】
	【こーひーぶれいく】大学サッカーの魅力〔濱　健夫〕
	【投稿規定】
	【訪問】埼玉石心会病院核医学部門〔小泉　潔〕
	【私のRI歴書】放射線検出器から宇宙線生成核種へ〔櫻井　敬久〕
	【放射線・RI塾】炭素14 年代法と較正年代〔坂本　稔〕
	【モニタリングポスト】「第56 回アイソトープ・放射線研究発表会」から〔山田　裕，飯塚　大輔，柿沼志津子，宮川　俊晴，松本　義久〕
	PET サマーセミナー2019 in 福島　印象記〔田所　匡典〕
	【本棚】 
	放射線について考えよう。（多田　将　著）〔勝部　孝則〕
	放射線の生体影響と物理

─原発事故後の周辺住環境問題を考える─（西嶋茂宏　著）〔豊田　亘博〕

	【掲示板】 
	第40 回放射線環境・安全に関する研究会

―NPO 法人放射線環境・安全カウンシル
	次世代PET 研究会2020

─量子科学技術研究開発機構　放射線医学総合研究所（QST 放医研）
	令和元年度　放射性物質安全輸送講習会

─国土交通省
	第55 回RI・放射線利用促進セミナー

─中部原子力懇談会
	【国内】
	【国外】

	【ISOTOPIC】
	第57 回アイソトープ・放射線研究発表会一般発表演題の募集
	放射線取扱主任者試験合格者発表
	診療用放射線の安全利用のための指針策定に関するガイドラインについて

─厚生労働省
	CT 検査による画像診断情報の活用に向けた提言

─日本学術会議
	ICRP，英語版PDF 無償公開を宣言

─ Free the Annals イニシアチブ─
	JASTJ が取材研修会を開催

	【会員へのお知らせ】
	第182回通常理事会の概要
	がん治療法，あなたの選択のために

～プレシジョン医療と核医学診療がつくる未来～
	研修会―放射線安全取扱部会
	2019年度アイソトープ内用療法講習会

─医学・薬学部会
	2019年度密封小線源治療安全取扱講習会

─医学・薬学部会

	【2019年度　日本アイソトープ協会　講習予定】
	【主任者コーナー 】
	シリーズ：放射線施設・設備に関する知識の伝承　第6 回　総括と課題─若手放射線取扱主任者との座談会から見えてきたこと〔企画専門委員会〕
	シリーズ：日常管理のノウハウ　第8 回　最初に時間をかけることによりその後の放射線管理業務を効率化する〔阿部　利明〕
	2019 年 製薬放射線研修会（第21 回製薬放射線コンファレンス総会）印象記〔松坂　陽至〕

	【2019 年主要記事索引】
	【入会のご案内】
	【出版案内】
	【求人・求職】
	【かぞえおとし】

